
氷見市

●子育てセンターの利用者が増えて、センターが活動応

援ボランティアを募ったのがきっかけです。
●年代の違うスタッフと関われること。スタッフは若いお母

さんから孫育て世代のベテランまで幅広く、互いに新鮮

で良い環境だと思います。

●自分自身が明るい気持ちで人と接することを心がけて

います。
●ボランティアとはいえ、与えられた役割に対しては、ある

程度の責任を自覚して活動に取り組んでいます。
●子どもの扱いがうまいスタッフが託児を担当し、イベント

支援が好きなスタッフはイベントを担当するなど、個人

の負担は少なく済みます。
●市の子育てセンターのスタッフの協力があるので、負担

を感じずに活動することができます。

●これからも今までのように楽しく続けられる限り続けてい

きたい。

これからやってみたいこと

●子育てセンターのイベントに参加して、応援団の存在を

知りました。
●応援団の方々はみなさん元気で、キビキビと行動して

いて気持ちが良かった。子どもと笑顔で接してくださり、

うれしいです。
●スタッフ自身も楽しんでいらっしゃる気持ちが伝わって、

とても温かい気持ちになりました。

参加のきっかけ、良かったこと

サークルスタッフの声

参加者の声

ひみ子育て応援団

活活動内容動内容

●イベント支援

●託児支援

●サークル活動支援

　など

　家に閉じこもって子育てするのではなく、どん

どん外に出てきてほしい。特に氷見市は、子育て

支援の施設やサークル活動が充実しています。

いろんな活動に参加してくださるとうれしいです。

パパ・ママへのメッセージパ・ママへのメッセージ 活動内容パパ・ママへのメッセージ

サークルのアピー
ルポイント

「子育て支援」のイベントを応援します

サークル名

サークル情報

設立日

代表者

活動日時

活動場所

会費

会員数

I n t e rvi e
w

応援団では、子育てセンター

の運動会や保育園の開放園

などのイベントの際、手の足り

ないところを支援しています。

子どもに関わることが大好き

なスタッフが子育て支援活動

をサポートします。

参加者 Ｏさん

代表者 西川かつ子さん

活 動 事 例動 事 例活 動 事 例
研修

　お母さんや子どもへの接し方など、皆
が快適に安全に過ごせるよう子育て支
援についての研修を行います。また、お
母さんが子育て講座で行う内容をス
タッフも実践します。

運動会

　運動会では、親と子どもが一緒に体を
動かし、「並ぶ、待つ、順番、交代、一緒
に」など、家ではできない経験をしてい
もらいます。前年度と同じようなプログ
ラムで実施し、「去年できなかった事が
できるようになった」という成長を感じて
もらえるよう工夫しています。

きっかけ・良かったこと

活動を続ける工夫

平成14年

西川かつ子さん

随時

氷見市地域子育てセンター　他

●無料

●スタッフ37名　●参加者数は活動による

代表者
西川かつ子さん

カラーサンドグリーン講座をスタッフが実践中

34 35


